
鱗，：

★
三
宮
に
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
が
オ
ー
プ
ン

神
戸
都
市
開
発
株
式
会
社
が

三
宮
に
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

タ
ウ
ン
を
建
設
し
て
い
る
。

「
サ
ン
ロ
イ
ャ
ル
プ
ラ
ザ
神

戸
」
が
そ
れ
で
、
サ
ン
プ
ラ
ザ

の
六
階
か
ら
十
階
ま
で
を
使
う

各
階
の
構
成
は
、
六
階
Ｉ
個

性
派
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
専
門

店
の
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
、
七
階
Ｉ
世
界
の
オ
ー
ト

ク
チ
ュ
ー
ル
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の

ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
、
八
階
Ｉ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
雑
貨
と
シ
ョ
ー
の
エ
レ
ガ
ン

ス
タ
ウ
ン
、
九
階
Ｉ
美
容
院
、

ツ
ー
リ
ス
ト
、
雑
貨
の
ホ
ピ
ー

ァ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
、
十
階
ｌ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
広
場
と
飲
食
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
・
ギ
フ
ト
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
階

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
に
は

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
お
か

れ
て
い
る
。
十
一
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
。

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

☆
〃
集
ま
ろ
う
″
再
び
神
戸
へ
〃

日
本
Ｊ
Ｃ
建
設
部
会
創
立
加
周

年
記
念
大
会
開
く

八
月
七
日
、
六
甲
山
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
社
団
法
人

日
本
青
年
会
議
所
建
設
部
会
創

立
加
周
年
記
念
全
国
会
員
大
会

が
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所

（
小
林
博
司
理
事
長
）
の
主
管

で
開
か
れ
た
。

§
茎

同
建
設
部
会
（
部
会
長
Ｉ
甲

府
Ｊ
Ｃ
内
藤
博
務
氏
）
は
日
本

Ｊ
Ｃ
各
部
会
の
な
か
で
最
大
の

ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
が
創
立
大
会

が
神
戸
で
も
た
れ
て
い
る
。
今

回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
集
ま

ろ
う
″
再
び
神
戸
へ
」
、
サ
プ

テ
ー
マ
は
「
新
し
い
人
間
関
係

§

旬

大会のあとの懇親会の模様

を
求
め
る
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
へ
Ｉ
山
、
丘
、
谷
、
川
、

町
、
海
、
港
…
．
：
そ
し
て
」
。

（
加
周
年
記
念
大
会
実
行
委
員

長
Ｉ
小
田
原
Ｊ
Ｃ
野
地
信
男
氏

大
会
準
備
委
員
長
Ｉ
神
戸
Ｊ
Ｃ

藤
木
清
治
氏
）

大
会
は
、
第
一
部
式
典
の
あ

と
、
第
二
部
の
北
野
幾
造
氏

（
初
代
部
会
長
）
の
記
念
講
演

「
建
設
業
と
地
域
社
会
」
、
第

三
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
建
設
に
関
連
す
る
企
業
の

相
互
的
理
解
と
協
調
は
如
何
に

す
れ
ば
可
能
か
」
、
第
四
部
神

戸
Ｊ
Ｃ
タ
イ
ム
と
続
い
た
。

調
和
と
最
適
化
に
よ
っ
て
、

明
る
く
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
今
大
会
に
は
全
国

七
地
区
か
ら
一
五
○
名
が
参
加

し
た
。

★
船
切
手
完
結
を
記
念

神
戸
港
は
一
八
六
八
年
、
兵

庫
港
と
し
て
開
港
し
た
が
、
以

来
わ
が
国
を
代
表
す
る
国
際
貿

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆

易
港
と
し
て
諸
外
国
と
の
交
流

も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
神
戸
の
経

済
発
展
の
要
石
と
な
っ
て
来
た

郵
政
省
で
は
、
昨
年
八
月
よ

り
「
船
シ
リ
ー
ズ
切
手
」
（
二
枚

組
）
を
発
行
し
て
来
た
が
八
月

十
八
日
発
行
の
第
六
集
ヨ
ン

蕊

船切手帳の贈呈式

テ
ナ
船
・
タ
ン
カ
ー
」
で
完
結

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
八
月

十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
神
戸

中
央
郵
便
局
主
催
に
よ
る
記
念

事
業
展
が
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
こ
う
。
ヘ

で
催
さ
れ
、
水
谷
正
則
局
長
か

ら
神
戸
港
湾
博
物
館
長
ら
八
名

に
船
切
手
帳
が
贈
呈
さ
れ
た
。

１
４４
１

中山智里さん（2 3 歳）
Ａ･ I ｡ Ｕ株式会軒香定課

｜目元のパッチリとしたﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ ﾚデｨ。仕事ｉ
ｉは事故が起った場合の保険料の査定。中学､高校｜
|時代はｺｰ ﾗ ｽ部で活躍､大学時代はアメリカ民１
１謡同好会でフォークソングを歌った。最近、テニｉ
ｌスを本格的に始め､冬はｽｷ ｰでキャリアは4年！
|お花､お茶､お料理とお稽古ごとも一通りたしな！
'み､幸わせな結婚が将来の夢だという、明るい癖
Ｉじの人ですｂ（神戸女学院大学文学部英文科卒業)１
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本
部
・
仕
入
部

神
戸
本
店

さ
ん
ち
か
店

銀
座
コ
ア
店

渋
谷
東
急
店

東
京

日
本
橋
東
急
店

池
袋
パ
ル
コ
店

１
４５
１

神
戸
市
東
灘
区
青
木
五
丁
目
一
五
’
一
九
電
話
○
七
八
’
四
五
二
－
五
二
九
○
（
代
）

市
街
地
改
造
に
よ
り
工
事
中
昭
和
五
十
二
年
末
完
成
予
定

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一
電
話
○
七
八
’
一
一
一
三
一
一
‐
’
七
○
○

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
八
’
一
一
○
電
話
○
三
ｉ
五
七
三
Ｉ
五
一
一
九
八
（
代
）

西
階
き
も
の
．
Ｚ

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
一
丁
目
一
一
四
‐
｜
電
話
○
’
’
’
’
四
七
七
’
三
四
○
九
（
直
）

（
五
階
和
装
名
家
街
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
一
丁
目
九
’
二
電
話
○
’
’
’
１
一
一
一
一
ｉ
○
五
一
一
（
代
）

（
四
階
和
装
名
家
街
）
（
内
線
二
九
ｇ

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
一
丁
目
二
八
！
一
一
電
話
○
三
’
九
八
七
Ｉ
○
五
六
一
（
直
）

西
階
き
も
の
小
路
）

誉
．
ｆ
曾
尖
ん
ザ
ら
ゐ

糸屯白無垢

峠. イツ蒙子銃ｂｅ晩g 加3 s

本店三宮生田神社前T E L ( 3 3 1 ) 1 6 9 4
三宮店三宮大丸前T E L ( 3 3 1 ) 2 1 Ｏ１
さんちか店三宮地下街ｽ ｳ ｲ ｰ ﾂ ﾀ ｳ ﾝ内T E L ( 3 9 1 ) 3 5 3 9
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婦人服、アクセサリー

ブーツ、バッグ

その他オリジナルもあります。

熱
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鍵

Ｐ
Ｓ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
浮
遊
構
造
物
は

今
後
の
巨
大
海
洋
構
造
物
の
一
つ
と
し

て
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
鋼
構
造

の
そ
れ
と
比
べ
て
、
特
長
を
み
る
と
、

①
一
万
ト
ン
級
以
上
に
な
れ
ば
、
鋼
製

よ
り
安
く
な
る
。
②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

入
手
が
容
易
で
、
鋼
材
の
よ
う
に
輸
送

に
経
費
が
か
か
ら
な
い
。
③
鋼
製
船
殻

に
比
べ
て
、
耐
蝕
性
に
す
ぐ
れ
塗
装
が

不
要
の
た
め
、
ド
ッ
ク
入
り
回
数
が
減

少
す
る
。
④
特
殊
形
状
を
つ
く
り
や
す

く
、
溶
接
構
造
物
に
固
有
な
複
雑
細
部

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
コ
ン
ク

リ
ー
ト
板
は
厚
い
ほ
ど
造
り
易
く
、
厚

鋼
板
で
は
溶
接
上
の
問
題
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
特
徴

を
生
か
し
た
世
界
最
大
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
用
バ

ー
ジ
が
完
成
し
た
。

長
さ
一
四
○
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
一
・

五
メ
ー
ト
ル
、
喫
水
一
七
・
四
メ
ー
ト

ル
、
六
万
八
千
排
水
ト
ン
で
あ
る
。
マ

イ
ナ
ス
四
五
。
六
度
Ｃ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
貯

蔵
す
る
た
め
に
長
さ
五
一
。
一
一
メ
ー
ト

ル
、
直
径
十
一
メ
ー
ト
ル
の
鋼
製
ダ
ン

プ
（
四
○
○
ト
ン
）
を
十
二
個
積
載
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
容
量
は
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ
用
コ
ン

ク
リ
ー
ト
バ
ー
ジ

諸
岡
博
熊
八
神
戸
市
企
画
局
参
事
Ｖ

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
叩
Ｖ

＜6 8 , 0 0 0 トンＰＳコンクリート
製ＬＰＧ貯蔵パージ
▼パージの断面

三
七
万
五
千
バ
レ
ル
で
あ
る
。
こ
の
バ

ー
ジ
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
用
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

受
け
入
れ
、
液
化
お
よ
び
タ
ン
カ
ー
へ

の
払
い
出
し
作
業
を
行
う
目
的
で
製
作

さ
れ
た
。
Ｐ
Ｓ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
ポ

ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
り
、
圧
縮

強
度
四
六
○
キ
ロ
毎
平
方
セ
ン
チ
、
二

八
日
強
度
五
六
六
キ
ロ
毎
平
方
セ
ン
チ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
た
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
接
合
に
は
、
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
系
接
着
剤
が
用
い
ら
れ
、

と
く
に
海
水
中
で
の
接
着
性
に
強
度
試

験
が
行
わ
れ
た
。

船
体
は
、
ま
ず
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
の
仮

i 擁澱

＃瀧獅

ー可へ三一一

１
４７
１

設
船
台
上
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
底
板

パ
ネ
ル
を
樹
脂
で
相
互
に
接
合
し
、
つ

づ
い
て
、
四
枚
の
縦
隔
壁
が
鋼
製
型
枠

で
場
所
打
ち
さ
れ
た
。
ま
た
、
船
首
、

中
央
お
よ
び
船
尾
の
横
隔
壁
と
タ
ン
ク

の
サ
ド
ル
が
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
と
場
所

打
ち
の
併
用
で
組
み
立
て
ら
れ
た
。
こ

れ
で
下
部
船
体
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で

ド
ッ
ク
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
岸
壁
に
係

留
さ
れ
た
。

Ｌ
Ｐ
Ｇ
タ
ン
ク
は
、
厚
さ
八
’
十
二

セ
ン
チ
の
現
場
発
泡
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
断

熱
材
で
被
覆
さ
れ
た
の
ち
結
露
と
破
損

防
止
の
た
め
に
ブ
チ
ー
ル
ゴ
ム
と
マ
ス

チ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
施
さ
れ
た
。

な
お
、
タ
ン
ク
用
鋼
材
は
、
マ
イ
ナ
ス

四
十
五
。
六
度
Ｃ
に
耐
え
う
る
よ
う
な

低
温
用
鋼
材
で
あ
る
。
六
個
の
タ
ン
ク

が
船
底
サ
ド
ル
上
に
置
か
れ
、
船
殻
と

な
る
縦
隔
壁
と
デ
ッ
キ
を
支
持
す
る
型

と
デ
ル
タ
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
場
所

打
ち
で
そ
の
上
部
に
つ
く
ら
れ
た
。

デ
ッ
キ
上
に
は
さ
ら
に
六
個
の
タ
ン

ク
が
設
置
さ
れ
、
防
熱
工
事
が
加
え
ら

れ
た
。
そ
の
他
、
デ
ッ
キ
に
は
、
乗
員

五
○
人
の
た
め
の
四
階
建
の
居
住
区
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
液
化
す
る
装
置
、
積

荷
監
視
用
計
器
及
び
荷
役
装
置
が
設
置

さ
れ
た
。
な
お
、
居
住
区
の
上
部
は
ヘ

リ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

本
船
は
、
米
国
タ
コ
マ
市
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ

社
で
今
年
の
春
、
完
成
し
、
現
在
、

冒
菌
沖
約
二
○
マ
イ
ル
の
衿
ａ
」
自
画

油
田
に
係
留
さ
れ
て
活
躍
し
て
い
る
。
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地
域
の
経
済
と
文
化
の
独
立

現
在
の
単
一
化
、
画
一
化
の
生
活
文
化
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た

企
業
は
文
化
の
生
産
者

高
度
経
済
成
長
は
生
活
文
化
を
一
様
化
、
画
一
化
し
、
管
理
シ

ス
テ
ム
の
な
か
に
包
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
成
長
経
済

の
も
た
ら
し
た
一
機
能
し
か
は
た
し
え
な
い
工
業
製
品
使
用
で
構

成
さ
れ
る
生
活
様
式
の
変
化
で
、
文
化
と
経
済
が
深
く
結
び
つ
い

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
反
省
と
し
て
、
企
業
の
経
営
と
経
済
シ
ス
テ

ム
の
な
か
に
文
化
を
一
要
素
と
し
て
組
み
入
れ
る
こ
と
を
必
要
と

さ
れ
だ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
公
害
の
除
去
、
廃
棄
物
処
理
が
経

済
シ
ス
テ
ム
の
一
要
素
と
し
て
必
要
と
な
っ
て
き
た
と
同
様
に
生

活
文
化
の
開
発
と
維
持
の
経
費
を
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
神
戸
に
あ
る
企
業
は
、
神
戸
の
生
活
文
化
に
対

応
し
、
貢
献
し
、
は
じ
め
て
、
存
在
理
由
が
成
立
す
る
。
具
体
的

に
い
え
ば
、
利
潤
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
元
に
還
元
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
企
業
の
大
き
さ
、
地
域
へ
の
適
応
性
な
ど
で
決

し
て
一
定
と
は
い
え
な
い
が
、
ど
の
企
業
活
動
も
公
害
対
策
と
同

様
、
文
化
対
策
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
企
業

が
、
経
済
活
動
は
い
つ
も
文
化
要
素
を
ふ
く
む
も
の
と
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
原
則
を
み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
た
と

き
、
は
じ
め
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
生
活
文
化
も
、
中
央
集
権
的
文
化

に
吸
収
さ
れ
、
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
し
に
、
そ
れ
な
り
の

価
値
系
を
主
張
で
き
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
都
市
に
住
む
も
の

は
、
あ
ま
り
に
も
、
文
化
の
生
産
者
で
な
く
消
費
者
の
立
場
で
あ

る
こ
と
を
深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

″
見
本
市
都
市
″

胎
動
す
る

●
メ
ッ
セ
・
レ
ポ
ー
ト
八
４
Ｖ

メ
ッ
セ
は
文
化
開
発
の
一
つ

神
戸
経
済
の
す
べ
て
を
中
央
に
従
属
さ
せ
て
、
な
お
、
神
戸
の

生
活
文
化
の
独
立
を
求
め
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
生
活
文
化
を

孤
立
さ
せ
た
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
文
化
開
発

が
必
要
と
さ
れ
る
。

市
民
の
側
が
み
ず
か
ら
で
き
う
る
文
化
開
発
と
は
、
①
ま
ち
を

外
面
的
に
美
し
く
す
る
こ
と
。
②
多
く
の
人
た
ち
が
壊
し
た
く
な

い
と
考
え
る
も
の
を
少
し
で
も
建
て
る
こ
と
。
③
み
ん
な
で
ま
ち

を
ほ
め
讃
え
る
こ
と
。
④
こ
れ
ら
行
動
に
あ
た
っ
て
、
思
い
や
り

の
心
を
も
つ
こ
と
・
こ
れ
を
行
う
こ
と
で
生
活
文
化
が
確
立
さ
れ
、

豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
文
化
と
は
自
生
な
の
だ
。

ま
た
行
政
の
側
は
、
生
活
文
化
の
核
と
な
る
べ
き
場
所
ｌ

地
域
社
会
に
す
べ
て
の
精
神
性
を
ふ
く
ん
だ
生
活
文
化
に
つ
い
て

？

責
任
の
一
端
は
明
ら
か
に
一
般
市
民
に
も
あ
る
。
全
国
的
な
情
報

ネ
ッ
ト
の
も
つ
権
力
性
を
む
し
ろ
信
仰
し
、
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
一
段
低
い
も
の
と
見
下
げ
る
市
民
の
習
性
は
、
明
ら
か
に

中
央
志
向
、
権
力
集
中
志
向
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
思
考

様
式
か
ら
の
脱
却
は
一
般
市
民
の
立
場
に
と
っ
て
も
ま
ず
必
要
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。

神
戸
経
済
界
の
独
立
性
が
な
い
限
り
、
神
戸
の
生
活
文
化
も
ま

た
独
立
し
た
価
値
系
を
も
ち
え
な
い
。
経
済
が
完
全
に
中
央
集
権

化
し
、
す
べ
て
の
機
構
が
中
央
集
中
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
き
生
活
文
化
の
み
が
そ
の
圏
外
に
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
生
活
文
化
も
ま
た
生
産
技
術
と
同
様
に
人
間
の
行
動
様

式
で
あ
る
か
ら
だ
。
神
戸
の
経
済
み
づ
か
ら
が
地
域
性
に
対
応
し

た
生
産
の
シ
ス
テ
ム
と
物
の
流
れ
を
も
つ
と
き
、
は
じ
め
て
市
民

の
生
活
文
化
も
ま
た
そ
れ
に
対
応
し
た
形
で
、
独
自
の
系
と
し
て

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
生
産
者
た
ち
は
、
た
え
ず

み
ず
か
ら
の
感
覚
、
機
能
を
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
経
済
価
値
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
消
費
者
が
求
め
て
い
る

の
は
、
ま
ず
製
品
の
も
つ
美
的
要
素
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た

め
に
も
、
み
ず
か
ら
の
な
か
に
あ
る
美
的
要
素
と
感
覚
の
ゆ
た
か

さ
を
た
え
ず
求
め
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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メ
ッ
セ
の
果
た
す
機
能

メ
ッ
セ
の
は
た
す
べ
き
機
能
は
、
以
上
の
よ
う
な
中
味
を
も
つ

こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
市
民
生
活
の
行
動
様
式
と
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
価
値
系
を
探
り
出
す
情
報
調
査
活
動
。
②
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
産
業
構
造
の
転
換
に
役
立
た
せ
る
ｌ
生
活
←

流
通
←
生
産
と
い
っ
た
構
造
転
換
に
適
確
な
情
報
提
供
業
務
。
③

流
通
と
商
品
の
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
展
示
商
品
の
評
価

業
務
で
あ
る
。

開
催
メ
ッ
セ
の
テ
ー
マ
は
地
場
産
業
と
深
い
関
連
の
あ
る
テ
ー

マ
で
内
外
の
業
界
に
主
導
的
な
立
場
に
あ
る
産
業
の
テ
ー
マ
が
必

要
と
な
る
。
テ
ー
マ
の
選
定
次
第
で
、
評
価
装
置
と
し
て
の
審
査

機
能
も
注
目
さ
れ
る
。
生
産
者
は
メ
ッ
セ
に
出
展
し
評
価
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
、
購
買
者
や
流
通
業
者
は
、
最
高
の
品
物
が
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
か
つ
、
あ
す
の
方
向
も
わ
か
る
こ
と
を
求
め
て

神
戸
に
や
っ
て
く
る
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
企
画
・
演
出
機
能
で

は
、
ま
だ
そ
の
権
威
は
生
じ
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
神
戸
と
い
う

驚
驚 ￥

鋒
藍

行
政
が
き
わ
め
て
臆
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
現
代
の
生
活
文
化
が

物
に
偏
し
て
し
ま
い
。
量
に
偏
し
て
し
ま
っ
た
一
因
で
は
あ
る

が
、
大
量
の
人
び
と
の
欲
望
を
単
一
化
し
そ
れ
を
処
理
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
の
入
れ
物
で
な
く
、
必
要
な
の
は
、
そ
の
中
味
で

あ
る
。
生
活
文
化
と
い
う
中
味
は
そ
ん
な
に
即
物
的
な
も
の
で
は

な
い
。

ソフトを説明するノヴェア職員( デュッセルドルフ）

ま
ち
を
あ
げ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
こ
れ
を
組
み
こ
む
必
要
が
あ

る
。
他
方
、
同
じ
テ
ー
マ
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ョ
ー
や
そ
の
他

が
、
イ
ベ
ン
ト
に
付
随
し
て
実
施
さ
れ
、
メ
ッ
セ
の
扱
う
情
報
性

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
忘
れ
る
な
ら
ば
、
経
済
の

中
央
集
権
化
と
と
も
に
市
民
の
生
活
文
化
の
中
央
化
も
さ
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
、
活
気
の
な
い
ま
ち
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
中
央
化

を
さ
け
る
に
は
、
都
市
間
の
経
済
競
争
で
あ
り
、
文
化
競
争
で
あ

る
。メ

ッ
セ
サ
ー
ビ
ス
会
社

こ
の
メ
ッ
セ
の
機
能
を
受
け
持
つ
も
の
が
、
メ
ッ
セ
サ
ー
ビ
ス

会
社
で
あ
る
。
メ
ッ
セ
会
場
に
専
属
し
た
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
用
し
な
い
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
メ
ッ
セ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
機
能
す
る
情
報
企
業
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

し
か
も
、
地
元
経
済
界
の
中
堅
企
業
を
中
軸
に
設
立
さ
れ
経
営

さ
れ
る
。
メ
ッ
セ
サ
ー
ピ
ス
会
社
は
地
元
経
済
界
に
メ
ッ
セ
へ
の

理
解
と
協
力
と
参
加
を
通
じ
地
域
経
済
振
興
を
提
唱
、
市
民
生
活

の
向
上
と
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ

の
上
、
メ
ッ
セ
の
開
催
に
当
り
多
数
の
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト

会
社
が
必
要
と
さ
れ
る
。
が
、
こ
の
メ
イ
ン
と
な
る
企
画
演
出
会

社
は
、
行
政
が
メ
ッ
セ
施
設
を
計
画
し
建
設
す
る
事
前
に
設
立
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
か
じ
め
メ
ッ
セ
事
業
の
内

容
検
討
を
行
い
、
企
画
、
運
営
の
骨
子
を
つ
く
り
、
小
メ
ッ
セ
を

既
設
の
施
設
で
開
催
。
プ
リ
テ
ス
ト
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
方
、
経
済
界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
経
済
人
の
教
育
と
い
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
社
会
的
使
命
を
考
え
る

と
、
従
事
す
る
人
び
と
が
、
都
市
の
文
化
開
発
に
関
連
し
た
事
業

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

地
元
産
業
の
振
興
育
成
は
、
市
民
の
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

都
市
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
メ
ッ
セ
を
企
画
・
演
出
す
る
文
化
的
作
業

で
あ
る
か
ら
だ
。
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
は
、
こ
の
よ
う
な
文

化
形
成
の
過
程
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
。

１
４９
１
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座談会／ＭｙｔｏｗｎＭｙｌｏｖｅ

新婚さん拝ごめんやすちょっと 罰

〈
司
会
〉

小
山
乃
里
子
〈
ラ
ジ
ォ
タ
レ
ン
ト

今
日
、
私
が
一
瀞
聞
き
た
い
の
は
、
蛙
膳
す
る
よ
う
に
な
っ

た
〃
決
め
手
″
や
ね
。
ど
う
や
っ
た
ら
結
婚
で
き
る
の
か
．
．
．

・
・
．
（
笑
）
教
え
て
も
ら
わ
ん
と
ね
。

｢ 夫婦はお互い努力が必要なわけだ」

★
一
度
は
や
ろ
う
結
婚
式
″

<出席者＞

朝比奈千足くｸﾗ ﾘ ﾈ ｯ ﾄ奏潜>力11代夫妻
榎忠く避形!'i塚>俊江夫妻
佐藤寛く嬢行員> 梨栄夫妻

朝比奈千足・加代夫妻

5０

小
山
今
日
、
お
集
り
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
は
、
新
婚
と
い
う
よ
り
と
て
も
落

着
い
た
雰
囲
気
の
方
達
ば
か
り
の
よ
う

で
す
ね
。

榎
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
結
婚
は
電
撃
的

だ
っ
た
と
か
聞
き
ま
し
た
け
ど
。

榎
忠
つ
き
合
い
出
し
た
の
は
随
分
前

や
け
ど
、
全
然
人
に
言
う
て
な
か
っ
た

か
ら
ね
。

小
山
深
く
静
か
に
進
行
し
て
い
た
わ

け
ね
。

忠
恥
ず
か
し
な
が
ら
．
…
：
。
（
笑
）

榎
俊
江
私
達
唯
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で

い
っ
し
ょ
だ
っ
た
か
ら
、
一
週
間
の
う

ち
五
日
か
六
日
は
会
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
つ
き
合
い
出
し
た
の
は
一
昨
年

位
か
ら
だ
か
ら
、
わ
り
か
し
長
か
っ
た

ん
で
す
。

小
山
だ
い
た
い
忠
さ
ん
は
奇
人
で
有

名
で
し
よ
？
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
か

っ
た
の
？

俊
江
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
こ
ろ
が

よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
（
笑
）

小
山
忠
さ
ん
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

俊
江
さ
ん
の
す
べ
て
が
よ
か
っ
た
の
ね

忠
そ
う
や
な
．
…
。
。
（
爆
笑
）

小
山
佐
藤
さ
ん
は
今
年
二
月
に
結
婚

さ
れ
た
ん
で
す
ね
。
ど
こ
で
知
り
合
っ

た
ん
で
す
か
？

佐
藤
梨
栄
こ
の
人
の
業
務
は
貸
付
な

ん
で
す
が
、
担
当
が
た
ま
た
ま
私
の
と

こ
だ
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
で
、
母
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僕
は
何
て
い
う
か
イ
チ
ャ
イ

の
が
あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な

よ
・
そ
れ
で
、
彼
女
は
仕
事

方
が
無
精
な
く
ら
い
で

に
自
分
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い

け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
。
そ
れ

と
性
格
的
に
サ
ッ
パ
リ
し
て
る
か
ら
。

朝
比
奈
千
足
僕
な
ん
か
三
十
過
ぎ
て

結
婚
し
た
か
ら
非
常
に
醒
め
ち
ゃ
っ
て

て
、
好
き
だ
か
ら
と
か
、
こ
の
人
し
か

な
い
か
ら
っ
て
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
か
っ

た
。
こ
の
人
だ
と
こ
れ
位
の
こ
と
は
し

佐
藤
寛

チ
ャ
す
る

い
ん
で
す

が
病
気
で
私
が
店
を
や
っ
て
た
時
に
、

仕
事
の
関
係
上
よ
く
電
話
が
か
か
っ
て

来
て
：
…
．
。
と
そ
も
そ
も
は
そ
う
い
う

こ
と
な
ん
で
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
ち
ょ

っ
と
ハ
ン
サ
ム
や
な
思
っ
て
。
（
笑
）

そ
れ
に
銀
行
員
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
わ

り
に
ス
カ
ッ
と
し
て
た
か
ら
、
こ
う
い

い
う
よ
う

た
い
だ
れ

寛
こ
こ

を
持
っ
て
い
る
か
ら
案
外
気
を
使
わ
ず

小
山
な
る
ほ
ど
ね
。
寛
さ
ん
は
彼
女

の
ど
こ
が
気
に
入
っ
た
の
？

う
人
だ

り
集
っ
て
る
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
っ
て

や
な
い
か っ
た
ら
手
が
か
か
ら
な
い
ん
じ

１
５１
１

な
堅
実
な
考
え
で
選
ん
だ
み

◎

千
足
だ
か
ら
僕
の
場
合
も
、
恋
愛
で

も
な
け
れ
ば
見
合
い
で
も
な
い
し
、
商

売
柄
い
ろ
ん
な
付
合
い
が
あ
っ
て
、
そ

の
中
の
一
人
だ
っ
た
わ
け
よ
れ
。
そ
れ

で
、
同
じ
音
楽
関
係
だ
か
ら
僕
の
仕
事

と
ね
。
だ
か
ら
今
で
も
私
の

に
は
、
そ
う
い
う
人
ば
っ
か

す
０

蕊蕊
｢ お互いに信じ合えるものがあればいいわけですよ」佐藤寛・梨栄夫妻「中心に自分達の夢があればそれでいいんだ」

も
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
し
、
し

っ
か
り
し
て
い
そ
う
だ
か
ら
、
そ
ば
に

い
て
く
れ
る
と
有
難
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
ね
。

小
山
で
、
加
代
さ
ん
の
方
は
ご
主
人

を
選
ん
だ
決
め
手
と
い
う
の
は
何
で
す

か
。朝

比
奈
加
代
ま
あ
、
三
十
過
ぎ
た
り

し
た
ら
一
人
で
生
き
る
の
も
め
ん
ど
く

さ
い
し
、
ま
た
一
人
で
生
き
て
行
け
る

自
信
も
な
か
っ
た
し
、
嫌
い
じ
ゃ
な
か

っ
た
ｌ
と
い
う
よ
う
た
こ
と
で
、
こ

の
へ
ん
で
決
め
よ
う
と
．
…
：
。

寛
僕
も
結
局
は
何
と
な
く
で
す
ね
。

俊
江
私
な
ん
か
は
、
別
の
人
と
結
婚

し
た
ら
こ
れ
ま
で
と
ま
っ
た
く
違
っ
た

生
活
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し

た
の
で
、
こ
の
人
と
結
婚
し
た
の
で
す
。

ま
わ
り
に
い
ろ
ん
な
お
も
し
ろ
い
人
が

い
て
、
私
は
こ
の
人
を
手
伝
っ
た
り
っ

て
い
う
よ
う
な
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を

変
え
た
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。

梨
栄
私
も
さ
っ
き
の
話
で
す
が
、
三

十
過
ぎ
て
一
人
で
生
き
ら
れ
る
自
信
も

な
い
し
（
笑
）
家
庭
を
持
つ
と
い
う
こ

と
は
平
均
的
な
人
間
と
し
て
の
一
つ
の

過
程
で
あ
っ
て
、
一
度
は
経
験
し
な
く

っ
ち
ゃ
と
い
う
こ
と
で
。

小
山
一
度
は
や
ろ
う
結
婚
式
″
（
笑
）

千
足
も
っ
と
若
い
と
決
め
手
と
呼
べ

る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
け
ど
、
僕
な
ん
か
そ
も
そ
も
は

家
族
か
ら
独
立
し
よ
う
と
し
た
時
に
、

ア
パ
ー
ト
の
一
人
暮
ら
し
は
み
す
み
す

榎忠・俊江夫妻
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小
山
加
代
さ
ん
は
音
楽
は
何
を
や
っ

て
る
の
？

加
代
ピ
ア
ノ
を
や
り
ま
す
。

小
山
い
い
で
す
ね
え
・

千
足
い
い
こ
と
な
い
で
す
よ
。
や
っ

ぱ
り
仕
事
を
持
つ
と
家
に
い
な
く
な
る

か
ら
用
事
が
滞
っ
て
か
ま
っ
て
も
ら
え

な
く
な
る
わ
け
よ
。

小
山
じ
ゃ
あ
結
始
す
る
時
、
同
じ
音

楽
を
や
っ
て
て
、
将
来
何
か
二
人
で
、

な
ん
て
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
わ
け
な

の
？
。

千
足
そ
の
辺
は
非
常
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム

☆
ひ
た
す
ら
待
つ
な
ん
て
：
．

で
、
僕
は
彼
女
の
将
来
の
こ
と
な
ん
か

全
然
考
え
な
い
わ
け
よ
。
自
分
の
将
来

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
そ
れ
に
合
せ

て
も
ら
い
た
い
と
の
み
思
っ
て
る
。
だ

か
ら
二
人
で
何
か
を
創
る
と
い
う
よ
り

僕
は
こ
う
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
助
け
ろ

と
い
う
よ
う
な
感
じ
ね
。
彼
女
が
自
分

で
何
か
を
や
り
た
い
と
い
う
の
な
ら
、

暇
を
み
つ
け
て
や
れ
ば
い
い
わ
け
で
す

よ
。加

代
で
す
か
ら
結
婚
し
て
も
私
は
今

ま
で
ど
お
り
に
全
然
違
う
と
こ
ろ
で
仕

事
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
心
同
体
と
い

う
の
は
あ
ま
り
信
じ
な
い
方
だ
か
ら
、

無
理
に
い
っ
し
ょ
に
し
よ
う
と
し
な
い

で
。
平
行
線
で
や
る
の
が
長
く
続
く
秘

訣
だ
と
思
っ
て
ま
す
か
ら
…
…
。

千
足
あ
ん
ま
り
拘
束
し
合
わ
な
い
と

い
う
冷
た
い
関
係
な
ん
だ
よ
。
（
笑
）

小
山
で
も
、
や
っ
ぱ
り
一
緒
に
暮
ら

し
て
る
と
変
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
？

加
代
そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
第
一
に
自

分
の
身
の
回
り
の
世
話
も
し
な
か
っ
た

の
に
相
手
の
分
ま
で
世
話
す
る
よ
う
に

な
っ
た
っ
て
こ
と
か
し
ら
。

小
山
こ
の
ご
主
人
は
大
き
く
て
手
が

か
か
り
そ
う
ね
。
（
笑
）

梨
栄
め
ん
ど
く
さ
い
わ
よ
れ
。
ご
は

、
、
、
、

ん
作
っ
て
あ
げ
た
り
（
笑
）
、
洗
濯
な
ん

か
こ
っ
ち
が
し
て
欲
し
い
と
い
う
感
じ

な
の
に
…
…
。
（
笑
）

例
え
ば
二
十
歳
位
で
主
婦
と
い
う
も

の
に
憧
れ
て
結
婚
す
る
と
、
す
ん
な
り

と
主
婦
業
に
対
し
て
抵
抗
な
く
や
れ
て

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
、
私
の
場
合
は
今
ま
で
や
り
た
い
事

を
や
っ
て
来
た
の
で
、
仕
事
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
な
結
婚
で
な
い
と
し
た

く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
も
し
、
主
婦
業

に
専
念
し
ろ
と
い
う
の
な
ら
、
よ
っ
ぽ

ど
大
邸
宅
で
な
か
っ
た
ら
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
な
っ
て
し
ま
う
わ
。

小
山
わ
り
と
若
い
子
が
結
婚
す
る
と

女
の
人
を
家
へ
閉
じ
込
め
た
が
る
で
し

ょ
う
。寛

さ
ん
は
梨
栄
さ
ん
に
仕
事
を
や
め

て
欲
し
い
と
思
わ
な
か
っ
た
？

寛
僕
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

梨
栄
私
達
二
月
に
結
婚
し
た
ん
で
す

け
ど
、
三
月
が
決
算
か
な
ん
か
で
忙
し

く
て
毎
晩
帰
っ
て
来
る
の
が
す
ご
く
遅

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ね
、
も
し
仕

事
も
持
っ
て
な
く
て
、
ひ
た
す
ら
待
っ

て
い
る
だ
け
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ

う
っ
て
一
時
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ね
。
ひ
た
す
ら
待
つ
な
ん
て
こ
と
は

私
に
は
で
き
な
い
。
（
笑
）

千
足
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
〃
そ
う
だ
、
そ
う

だ
″
っ
て
。
（
笑
）

梨
栄
ど
う
も
私
達
う
い
う
い
し
さ
に

欠
け
る
み
た
い
ね
。

寛
い
や
ぁ
、
僕
は
あ
っ
た
ん
で
す
け

ど
ね
。
（
笑
）

小
山
そ
う
す
る
と
、
家
の
中
の
仕
事

は
ど
う
す
る
の
？
寛
さ
ん
は
そ
の
点

で
か
な
り
裏
切
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？

寛
い
や
い
や
別
に
。
た
ま
た
ま
僕
は

１
５２
１

不
便
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

な
ら
結
婚
し
て
一
つ
の
単
位
に
な
っ
て

親
か
ら
離
れ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
た
わ
け
だ
。

加
代
女
の
人
で
も
同
じ
だ
と
思
う
ん

で
す
よ
。
あ
る
程
度
の
年
に
な
る
と
独

立
心
が
働
い
て
、
そ
う
い
う
時
に
、
こ

の
先
一
人
で
や
っ
て
行
け
る
と
思
う
人

は
自
分
で
バ
リ
バ
リ
や
り
出
す
し
、
一

人
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
思
う
人
は

結
婚
す
る
ん
で
す
ね
。

千
足
い
ろ
ん
な
打
算
と
か
考
え
方
と

か
そ
う
い
う
も
の
を
ひ
っ
く
る
め
て
、

エ
イ
ノ
．
と
ば
か
し
、
こ
の
際
決
め
ち
ゃ

え
と
ね
。

小
山
結
婚
っ
て
本
当
に
賭
け
だ
と
思

う
の
よ
れ
。

寛
本
当
で
す
ね
。
し
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。
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会
社
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ち
ら

、
、

の
家
族
の
方
と
一
緒
に
住
ま
せ
て
い
た

、
、
だ
い
て
い
ま
す
の
で
。
（
竺
◇
何
に
も

し
な
い
で
も
楽
を
し
て
る
ん
で
す
。

梨
栄
埠
欲
味
は
見
る
に
見
か
ね
て
や
っ

て
く
れ
ま
す
ね
。

俊
江
う
ち
は
何
に
も
よ
う
し
な
い
ん

で
す
。

忠
手
伝
わ
さ
れ
る
け
ど
ね
。
や
っ
と

こ
の
頃
、
湯
の
沸
か
し
方
を
覚
え
た
く

ら
い
や
か
ら
ね
。
全
◇

小
山
何
そ
れ
？
水
入
れ
る
だ
け
や

な
い
の
。
（
笑
）

で
も
、
よ
く
男
の
人
に
結
婚
の
動
機

を
聞
く
と
一
人
住
い
の
め
ん
ど
く
さ
さ

に
飽
き
飽
き
し
た
と
い
う
わ
け
よ
。
そ

う
い
う
と
女
の
人
が
何
だ
と
恩
つ
て
ん

の
よ
と
怒
る
わ
け
だ
け
ど
。
特
に
奥
さ

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と

は
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
ん
で
し
ょ
う
？

千
足
い
や
ぁ
、
別
に
や
る
べ
き
だ
と

は
思
っ
て
な
い
け
れ
ど
、
た
だ
僕
が
や

り
た
く
な
い
だ
け
な
わ
け
。
（
笑
）

加
代
錦
掃
除
、
洗
濯
、
み
ん
な
い
や
で

す
ね
。
そ
り
ゃ
、
や
っ
ぱ
り
お
嬢
さ
ん

時
代
が
一
番
い
い
で
す
ね
。

小
山
そ
う
い
う
わ
ず
ら
し
い
こ
と
も

多
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
二
人
だ
け
の

楽
し
い
思
い
出
な
ん
か
も
た
く
さ
ん
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

忠
僕
と
こ
は
デ
ー
ト
な
ん
か
せ
え
へ

ん
か
つ
た
な
。
い
つ
も
グ
ル
ー
プ
の
誰

か
が
い
っ
し
ょ
や
つ
た
な
・

俊
江
そ
れ
が
デ
ー
ト
や
ね
。
（
笑
）

忠
京
都
で
展
覧
会
な
ん
か
あ
っ
た
り

す
る
と
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
時
間
を
は

ず
し
て
ほ
か
を
ま
わ
っ
て
か
ら
行
く
ぐ

ら
い
だ
っ
た
。

千
足
僕
達
も
忙
し
か
っ
た
か
ら
、
時

間
が
あ
く
と
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
呼
び

出
し
て
お
茶
飲
み
な
が
ら
と
か
：
…
・
・

話
す
の
が
目
的
だ
っ
た
か
ら
人
の
い

る
よ
う
な
所
は
い
や
だ
っ
た
ね
。

小
山
や
っ
ぱ
り
人
目
を
避
け
ま
す
か

千
足
避
け
る
な
、
無
意
識
的
に
。

僕
の
場
合
、
仕
事
の
関
係
で
人
目
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
絶
対
誰
か
に
会
う
わ

け
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
に
も
仕
事
が
出
て
来
て
し
ま
う

わ
け
な
ん
で
、
そ
う
い
う
の
が
邪
魔
く

さ
く
っ
て
ね
。

小
山
私
な
ん
か
誰
と
歩
い
て
て
も
、

あ
ん
ま
り
言
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
わ
。

や
っ
ぱ
り
人
目
を
避
け
る
べ
き
な
の
ね

（
笑
）
俊
江
さ
ん
は
新
婚
旅
行
は
ど
ち

ら
へ
行
っ
た
の
？

俊
江
私
達
、
結
婚
式
は
六
百
円
で
済

ま
せ
て
、
旅
行
は
ポ
ラ
ポ
ラ
島
へ
一
週

間
行
っ
て
来
ま
し
た
。

千
足
僕
ら
は
合
歓
の
郷
へ
二
日
間
だ

け
。加

代
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
ね
。

小
山
合
歓
の
郷
じ
ゃ
、
仕
事
を
は
な

れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
。
一
一

人
だ
け
で
ど
こ
か
へ
行
き
た
い
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
の
？

千
足
結
婚
し
て
か
ら
、
仕
事
で
北
海

道
か
ら
出
雲
大
社
ま
で
一
緒
に
連
れ
て

行
っ
た
か
ら
、
一
月
一
回
新
婚
旅
行
に

行
っ
て
た
よ
う
な
感
じ
だ
よ
。

小
山
へ
え
－
、
仕
事
に
つ
い
て
行
く

わ
け
？
そ
れ
と
も
つ
い
て
来
い
っ
て

言
わ
れ
る
の
？

加
代
つ
い
て
行
く
っ
て
い
う
と
、
勝

手
に
し
ろ
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
。
で

も
そ
の
代
り
自
分
の
旅
費
は
自
分
で
出

す
ん
で
す
よ
。

寛
僕
の
と
こ
ろ
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
前
か
ら
動
物

園
と
か
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
な
ん
か
ば
っ

か
り
行
っ
て
た
ん
で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
へ
は
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
ジ

ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
と
潜
水
艦
の
二
つ

だ
け
の
た
め
に
行
っ
た
ん
で
す
。

梨
栄
ち
ょ
う
ど
一
週
間
ね
。

寛
き
っ
ち
り
七
日
間
。
そ
れ
が
本
店

の
監
査
の
日
に
合
っ
て
し
ま
っ
て
（
笑
）

小
山
あ
れ
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
や
る
ら

し
い
わ
よ
・
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

〃
君
、
ち
ょ
っ
と
旅
行
に
行
っ
て
来
た

ま
え
″
と
か
言
っ
て
、
そ
の
間
に
調
べ

る
ん
で
す
っ
て
。
（
笑
）

梨
栄
や
っ
ぱ
り
日
本
国
内
と
い
う
の

は
、
ど
う
も
解
放
感
が
な
い
で
す
か
ら

ね
。小

山
皆
さ
ん
結
婚
さ
れ
て
何
か
月
か

に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
何
か
お
互

い
に
注
文
は
あ
り
ま
す
か
？

忠
ず
１
つ
と
今
の
ま
ま
で
変
っ
て
欲

☆
バ
ツ
と
変
っ
て
欲
し
く
な
い
ね

5３
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◆

セ
メ
ン
ト
こ
れ
て
た
り
ね
。
（
笑
）

も
う
ち
ょ
っ
と
仕
事
の
場
所
と
休
む

場
所
を
区
別
し
て
欲
し
い
の
。

忠
僕
は
一
緒
の
方
が
い
い
。
ス
プ
ー

ン
な
ん
か
洗
っ
た
ら
い
っ
し
ょ
や
と
思

う
や
ん
？
け
ど
違
う
ね
ん
な
、
食
べ

物
は
食
べ
物
や
言
う
て
。
（
笑
）

自
分
で
没
頭
し
と
っ
た
ら
わ
か
ら
へ

ん
わ
け
や
。
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
か
け
と
っ

た
ら
自
分
は
そ
れ
に
夢
中
で
ま
わ
り
な

ん
か
ど
う
な
っ
と
る
か
わ
か
ら
へ
ん
け

ど
、
後
で
見
た
ら
家
中
セ
メ
ン
ト
の
粉

が
飛
ん
で
る
わ
け
。
（
笑
）

俊
江
私
自
身
、
そ
う
い
う
生
活
が
楽

し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
そ

れ
を
望
ん
で
来
た
の
か
も
知
れ
な
い
け

ど
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
か
ら
…
…
。

小
山
そ
う
い
う
こ
と
は
結
婚
前
に
話

し
合
わ
な
か
っ
た
の
ね
。

忠
話
し
合
っ
て
も
、
僕
は
僕
で
変
わ

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
こ
っ
ち
は
片
付

け
ま
わ
る
だ
ろ
う
し
ね
。

小
山
で
も
だ
ん
だ
ん
妥
協
し
て
、
分

け
た
方
が
い
い
と
い
う
の
も
も
っ
と
も

だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
？

忠
う
－
ん
、
そ
ん
な
感
じ
は
す
る
け

れ
ど
、
な
ぜ
か
と
い
う
の
が
わ
か
ら
へ

ん
な
。
参
る

梨
栄
私
の
と
こ
ろ
は
す
ご
く
優
し
い

の
。
私
が
し
た
い
こ
と
を
し
て
る
の
に

手
が
か
か
ら
な
い
し
、
本
当
に
で
き
た

人
で
す
ね
。
趣
味
な
ん
か
も
全
然
違
っ

て
私
が
Ｆ
Ｍ
か
け
る
と
、
こ
ち
ら
は
民

放
と
い
う
感
じ
な
ん
で
す
。

小
山
毎
度
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
（
笑
）

梨
栄
テ
レ
ビ
も
私
は
洋
画
、
こ
ち
ら

は
シ
ト
シ
ト
ピ
ッ
チ
ャ
ン
と
い
う
わ
け

な
ん
で
す
け
ど
、
働
い
て
い
る
世
界
も

全
然
別
だ
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
か
え

っ
て
や
り
や
す
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら

本
当
に
全
然
気
を
使
わ
な
い
わ
け
で
、

そ
こ
が
す
ご
く
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。
で
も
本
心
で
は
、
も
っ
と
か
ま
っ

て
く
れ
る
奥
さ
ん
が
い
い
と
思
っ
て
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
。

寛
い
や
ぁ
、
僕
は
三
シ
指
つ
い
て
な

ん
て
さ
れ
る
の
は
嫌
い
な
ん
で
す
よ
。

そ
れ
に
、
皆
と
一
緒
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
全
然
新
婚
と
い
う
感
じ
も
し
な
い

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
夫
婦
っ
て
い
う

よ
り
友
達
み
た
い
な
ん
で
す
。
ま
た
転

勤
に
で
も
な
れ
ば
、
よ
う
や
く
新
婚
と

い
う
感
じ
が
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

梨
栄
で
も
転
勤
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

ょ
う
か
…
…
。
世
話
で
き
る
か
な
ぁ
？

寛
そ
の
時
は
一
人
で
行
き
ま
す
（
笑
）

加
代
う
ち
は
何
せ
手
帳
を
真
黒
に
す

る
の
が
趣
味
な
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と

で
も
時
間
が
あ
く
と
仕
事
で
埋
め
て
し

ま
う
の
で
、
あ
ん
ま
り
無
理
を
し
て
欲

し
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

千
足
東
奔
西
走
が
好
き
な
ん
だ
よ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
っ
て
来
て
次
の
日

に
本
番
と
か
ね
。
家
に
い
て
も
電
話
の

ベ
ル
が
鳴
る
と
仕
事
か
な
と
思
っ
て
う

れ
し
く
な
る
。

加
代
誰
で
も
そ
う
で
す
け
ど
、
体
が

１
５４
１

し
く
な
い
ん
や
け
ど
、
た
だ
、
い
る
ん

な
も
ん
ほ
か
す
ん
や
。
（
笑
）
僕
の
宝

物
や
の
に
。

小
山
宝
物
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

忠
い
ろ
ん
な
も
の
を
拾
っ
て
く
る
ん

や
。
例
え
ば
、
鉄
鋼
所
の
裏
へ
行
っ
た

り
す
る
と
、
す
ぐ
に
は
役
立
た
な
い
け

ど
い
つ
か
何
か
製
作
の
時
に
使
え
る
や

ろ
と
思
っ
て
、
大
き
な
鋸
と
か
拾
っ
て

来
る
か
ら
、
そ
う
い
う
も
ん
が
い
っ
ぱ

い
た
ま
っ
て
る
わ
け
。

俊
江
ビ
ク
タ
ー
の
犬
が
二
匹
も
い
る

の
よ
・
（
笑
）
そ
れ
で
私
と
し
て
は
、

や
っ
ぱ
り
お
勤
め
し
て
る
人
の
家
み
た

い
に
き
れ
い
に
整
頓
さ
れ
て
い
る
家
が

羨
ま
し
い
か
ら
、
せ
っ
せ
と
あ
っ
ち
の

物
を
こ
っ
ち
へ
動
か
し
た
り
、
こ
れ
は

ど
う
し
よ
う
か
な
と
思
う
物
は
捨
て
て

し
ま
う
の
よ
れ
。

小
山
じ
ゃ
、
い
つ
も
そ
う
い
う
こ
と

で
喧
嘩
に
な
る
の
？

俊
江
泣
き
そ
う
に
な
る
の
。

忠
な
ん
せ
よ
う
け
あ
る
か
ら
、
何
を

い
つ
ほ
か
さ
れ
た
ん
か
全
然
わ
か
ら
へ

ん
わ
け
や
。
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
て

一
生
懸
命
捜
し
て
た
も
ん
が
な
い
と
な

る
と
…
…
。

千
足
そ
の
た
め
に
倉
庫
が
一
つ
い
る

ね
。忠

う
ち
の
家
が
全
部
倉
庫
や
。
（
笑
）

俊
江
結
局
、
家
の
中
と
仕
事
場
と
が

い
っ
し
ょ
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
お
料
理

し
て
て
も
、
ち
ょ
っ
と
ス
プ
ー
ン
貸
し

て
く
れ
っ
て
い
う
か
ら
渡
す
と
そ
れ
で
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小
山
そ
れ
で
は
、
私
が
一
番
聞
き
た

い
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
人

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
何
か
あ
り
ま
す
か

寛
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
欲
し
い
く
ら
い

で
す
ね
。

忠
結
婚
し
た
て
や
か
ら
な
・

梨
栄
女
の
人
に
言
い
た
い
こ
と
は
、

あ
せ
ら
な
い
方
が
い
い
っ
て
こ
と
で
す

ね
。
適
齢
期
と
い
う
の
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
違
う
と
思
う
の
よ
れ
。
二
十
一
一
’
一
一
一

歳
で
ま
だ
一
人
で
い
る
と
社
会
悪
み
た

い
に
ま
わ
り
が
う
る
さ
い
で
し
よ
（
笑
）

そ
れ
に
す
ご
く
親
切
な
人
が
い
ま
す

で
し
よ
？

小
山
い
る
い
る
。
高
校
時
代
か
ら
話

を
持
っ
て
来
る
の
よ
・
で
も
そ
れ
以
来

来
な
い
わ
：
…
。
。
（
笑
）

加
代
結
婚
す
る
前
っ
て
い
う
の
は
、

い
ろ
い
ろ
と
条
件
が
あ
る
と
思
う
ん
で

す
よ
。
例
え
ば
職
業
に
し
て
も
、
あ
の

職
業
は
い
や
だ
と
か
、
こ
の
職
業
で
な

資
本
な
の
で
、
そ
れ
だ
け
は
気
を
つ
け

て
欲
し
い
で
す
ね
。

小
山
千
足
さ
ん
か
ら
は
？

千
足
あ
ん
ま
り
変
っ
て
欲
し
く
な
い

な
。
結
婚
す
る
と
ど
う
し
て
も
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
部
分
が
出
て
来
る
か

ら
、
そ
れ
が
突
然
バ
ツ
と
出
て
来
た
り

す
る
と
び
っ
く
り
し
て
し
ま
う
。
変
る

な
ら
徐
々
に
変
っ
て
も
ら
っ
て
、
で
き

る
こ
と
な
ら
変
っ
て
く
れ
る
な
っ
て
感

じ
だ
ね
。

☆
女
性
よ
、
あ
せ
る
な
／
、

い
と
い
や
だ
と
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
ね

で
も
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
か
ど
う

か
っ
て
こ
と
よ
り
も
、
人
物
本
位
で
選

ん
だ
方
が
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

梨
栄
そ
う
で
す
ね
。
私
も
ま
さ
か
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
結
婚
す
る
な
ん
て
、
全

然
思
っ
て
な
か
っ
た
も
の
ね
。

加
代
で
す
か
ら
、
最
低
線
で
こ
の
人

と
な
ら
一
緒
に
暮
ら
せ
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
で
自
分
の
気
持
ち
に
納
得
が
行
け

ば
、
他
の
条
件
は
そ
こ
そ
こ
で
い
い
と

思
う
ん
で
す
よ
。

寛
お
互
い
に
信
じ
合
え
る
も
の
が
あ

る
な
ら
、
あ
と
は
そ
ん
な
に
こ
ま
ご
ま

と
し
た
こ
と
は
要
求
し
な
い
で
い
い
と

思
い
ま
す
ね
。

俊
江
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

忠
僕
も
中
心
に
自
分
達
の
夢
と
い
う

も
の
が
あ
る
な
ら
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
な
。

人
問
誰
だ
っ
て
仕
事
を
選
ぶ
時
は
、

自
分
の
好
き
な
仕
事
を
選
ぶ
だ
ろ
う
し

人
を
選
ぶ
時
は
好
き
な
人
を
選
ぶ
と
思

う
の
で
、
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
わ
け
。
た
だ
、
そ
の
選
び
方
が

流
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
し
っ
か
り
し

た
見
方
で
あ
れ
ば
、
別
に
ど
う
ち
ゅ
う

こ
と
も
な
い
と
思
う
ん
や
け
ど
。

小
山
と
こ
ろ
で
、
将
来
に
暗
い
こ
と

を
言
う
よ
う
で
す
が
、
ま
た
増
え
た
ん

だ
っ
て
ね
、
離
婚
の
件
数
が
…
…
（
笑
）

忠
で
も
、
離
婚
が
必
ず
し
も
悪
い
こ

と
だ
と
は
思
え
な
い
ん
だ
よ
ね
。

相
手
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
呑
み
こ

ん
で
我
慢
し
て
や
る
の
も
人
間
か
も
わ

か
ら
へ
ん
し
、
ま
た
そ
の
反
対
も
人
間

か
も
し
れ
へ
ん
け
ど
、
そ
れ
が
自
分
に

帰
っ
て
来
た
場
合
に
、
そ
の
時
点
で
僕

が
ど
う
考
え
る
か
が
問
題
や
と
思
う
わ

け
や
な
。
だ
か
ら
離
婚
し
て
も
、
そ
れ

が
結
果
と
し
て
は
二
人
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し

な
。千

足
そ
の
破
局
が
来
な
い
よ
う
に
と

努
力
し
て
い
る
、
そ
の
緊
張
感
が
す
ば

ら
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
け

ど
。
や
っ
ぱ
り
い
た
わ
り
合
っ
た
り
、

い
い
意
味
で
気
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
お
互
い
に
相
手
に
対
し
て
、
よ
り

よ
く
思
わ
れ
た
い
と
思
う
こ
と
で
長
続

き
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
け

ど
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と

疲
れ
て
来
る
と
思
う
け
ど
ね
。

梨
栄
や
っ
ぱ
り
い
や
だ
と
思
う
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
長
い

間
だ
も
の
。

千
足
夫
婦
っ
て
い
っ
て
も
実
際
や
っ

ぱ
り
他
人
だ
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
お
互

い
努
力
が
必
要
に
な
る
わ
け
だ
よ
ね
。

（
神
戸
竹
葉
亭
に
て
）

（
後
記
）

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
司
会

に
Ｄ
Ｊ
に
大
活
躍
を
し
て
い
る
小
山
乃

里
子
さ
ん
が
〃
醒
め
た
″
新
婚
三
カ
ッ

プ
ル
に
挑
戦
。
「
こ
ん
な
役
に
私
を
選

ん
だ
ん
は
ダ
レ
や
あ
…
…
」
と
う
ら
め

し
げ
な
ノ
コ
さ
ん
も
話
が
進
む
に
つ
れ

典
に
乗
っ
て
来
た
。
だ
が
心
境
は
？

１
５５
１
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そ
れ
が
…
。

回
ド
イ
ツ
語
で
。
で
も
ラ
イ
フ
ェ
ル

ト
氏
は
日
本
語
は
話
せ
る
そ
う
で
、
大

学
で
も
音
楽
史
等
を
講
義
し
て
い
る
。

回
結
婚
す
な
わ
ち
人
生
な
ん
て
い
う

考
え
は
毛
頭
な
か
っ
た
し
、
ご
く
自
由

に
自
然
に
暮
ら
し
て
る
の
で
、
か
え
っ

て
日
本
人
ど
う
し
よ
り
思
い
の
ま
ま
や

っ
て
る
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
。
不
便
な

ど
感
じ
ま
せ
ん
の
よ
・

囚
日
本
で
い
う
情
と
い
う
か
、
思
い

や
り
。
こ
れ
は
全
く
同
じ
で
す
。
お
互

い
が
お
互
い
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
精

神
が
大
切
で
、
ハ
ダ
カ
と
ハ
ダ
カ
の
人

5７

回
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル
ク
バ
ン
グ
音
大

に
和
美
さ
ん
が
留
学
。
先
輩
で
あ
っ
た

ご
主
人
と
た
ま
た
ま
専
門
の
声
学
教
授

が
同
じ
で
、
レ
ッ
ス
ン
が
週
一
回
、
彼

の
時
間
の
す
ぐ
あ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
彼
は
先
生
の
お
気
に
入
り
で
レ
ッ

ス
ン
が
終
わ
っ
て
も
和
美
さ
ん
の
時
間

に
く
い
こ
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
。
心
で
泣

い
て
顔
で
笑
っ
て
、
「
あ
の
男
は
ノ
・
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
一
年
間
全
然
口

も
き
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
に
く
い
あ
ん
ち
く
し
よ
う
と

人
生
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
」

Ｋ
・
Ｍ
・
ラ
イ
フ
ェ
ル
ト
さ
ん

八
声
学
家
・
徳
島
文
理
大
学
教
授
Ｖ

和
美
さ
ん
八
声
学
家
Ｖ

一
年
の
う
ち
半
々
の
比
重
く
ら
い
で
ド
イ
ツ
と

神
戸
を
行
っ
た
り
来
た
り
…
…
と
い
う
ラ
イ
フ
ェ

ル
ト
ご
夫
妻
は
一
型
ハ
八
年
に
結
婚
．
「
人
間
の

結
び
つ
き
っ
て
面
白
い
わ
ね
」
と
明
る
く
、
も
ち

ろ
ん
美
声
で
語
っ
て
く
だ
さ
る
和
美
天
人
は
、
楽

器
の
貿
易
会
社
も
ご
主
人
と
一
緒
に
や
り
始
め

て
、
忙
し
い
け
ど
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
ら
っ

し
や
る
よ
う
だ
。
「
カ
ズ
ミ
、
モ
ッ
ト
、
オ
ペ
ラ

の
方
に
力
を
入
れ
な
さ
い
」
と
ド
イ
ツ
に
帰
っ
た

ら
先
生
に
注
意
さ
れ
る
の
よ
と
、
ニ
ッ
コ
リ
。

Ｑ
１
そ
も
な
れ
そ
め
は
？
Ｑ
２
言
葉
は
何
を
？
ま
た
日
常
に
ふ
と
感
じ
る
お
国
ぶ
り
の
迷
い
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ｑ
３
国
際
結
婚
で
生
じ
る
便
利
な
点
、
不
便
な
点
、
を
お
教
え
下
さ
い
。
Ｑ
４
国
際
結
婚
論
を
ど
う
ぞ
。

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

海
を
越
え
た
愛
の
詩

ｌ
国
際
結
婚
と
人
は
言
う
け
ど
…
．

口
特
集
〈
２
〉
三
Ｋ
甘
乏
．
重
く
一
○
く
の

間
の
つ
き
あ
い
、
自
分
を
ま
つ
す
ぐ
に

出
し
て
。
恋
愛
は
そ
う
い
う
も
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
妥
協
は
ダ
メ
で
す
。

縁は異なもの？ライフェルトご夫妻

「
お
料
理
は
、
彼
に
教
え
て
も
ら
い
マ

ス
タ
ー
。
も
ち
ろ
ん
英
国
料
理
で
す
。
」

デ
イ
ビ
ッ
ド
。
Ａ
・
ト
ー
マ
ス
さ
ん

八
エ
ン
ジ
ニ
ア
Ｖ

洋
子
さ
ん

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ラ
グ
ピ
ー
チ
ー
ム
の
レ
フ
ト
ウ

ィ
ン
グ
の
名
選
手
だ
っ
た
目
．
ト
ー
マ
ス
は
今

も
屍
海
停
諺
ｏ
の
チ
ー
ム
で
活
躍
中
の
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
。
醒
年
前
に
神
戸
で
結
婚
し
た
お
二
人
は
、
加

納
町
の
ア
ヅ
プ
ラ
ン
ド
と
い
う
お
店
を
一
年
前
か

ら
や
っ
て
ら
っ
し
や
る
。

回
結
婚
ま
で
に
二
年
半
の
つ
き
合
い

が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
昔
、
洋
子
さ
ん

の
お
母
さ
ん
が
し
て
い
た
お
店
に
度
々

ト
ー
マ
ス
さ
ん
が
来
店
し
た
の
が
き
っ

か
け
。
船
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
た

め
、
５
ケ
月
に
一
回
会
う
程
度
で
、
ほ

と
ん
ど
手
紙
で
お
つ
き
あ
い
。

回
日
本
語
と
英
語
の
，
半
々
。
英
国

は
、
固
苦
し
い
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
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胃削壱

強
い
が
、
実
際
は
個
人
を
大
事
に
し
て

ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
で
自
由
な
国
で
す
。
ウ

ェ
ー
ル
ズ
、
ロ
ン
ド
ン
で
も
暮
ら
し
、

日
本
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
８
年
に
な

る
が
と
ま
ど
う
よ
う
な
こ
と
は
お
互
い

に
な
い
。
彼
は
、
今
、
心
の
中
に
故
郷

ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
あ
る
か
ら
淋
し
く
な
い

と
言
っ
て
、
神
戸
は
住
み
や
す
い
と
い

っ
て
い
る
し
・
・
・
…

囚
「
イ
ギ
リ
ス
の
女
の
子
じ
ゃ
だ
め

な
の
か
／
」
生
ま
れ
て
初
め
て
父
親
と

ケ
ン
ヵ
し
て
洋
子
さ
ん
を
お
嫁
さ
ん
に

し
た
と
い
う
ト
ー
マ
ス
ご
夫
妻
。
「
も

し
い
い
人
が
見
つ
か
っ
て
、
心
が
通
じ

合
え
ば
国
が
違
っ
て
も
、
同
じ
で
も
結

婚
す
べ
し
、
ご
く
自
然
に
ネ
。
」

仲むつまじいトーマス夫妻

難
;蕊F蕊鞭

「
日
本
の
女
の
人
は
、
結
婚
し
た
ら
な

ぜ
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
か
し
ら
」

南
富
久
さ
ん
八
南
理
容
室
Ｖ

ス
サ
ー
ン
さ
ん

ス
サ
ー
ン
さ
ん
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ま
だ

若
く
て
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
マ
マ
。
シ
シ
リ
ア
ち
ゃ

ん
（
３
）
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
が
大
好

き
な
女
の
子
。
結
婚
は
狐
年
に
。
「
子
供
の
年
が

合
わ
な
い
け
ど
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
婚
約
が
結

婚
と
同
じ
様
に
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
ね
ど
ち

な
み
に
お
二
人
の
婚
約
は
、
年
で
す
。

回
南
さ
ん
は
、
そ
も
そ
も
洋
画
フ
ァ

漂尋

し
て
る
と
、
（
日
本
は
紫
外
線
が
強
く
）

一
時
間
く
ら
い
で
水
ぶ
く
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
。

四
一
番
も
の
を
感
じ
る
時
に
外
国
に

い
た
と
い
う
こ
と
が
僕
の
場
合
、
大
き

な
要
因
だ
っ
た
が
、
「
同
じ
人
間
じ
ゃ

な
い
か
、
好
き
に
な
っ
た
ら
同
じ
」
と

思
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
幻
・
娼
才

く
ら
い
、
自
分
で
も
の
が
考
え
ら
れ
る

年
令
に
な
っ
た
ら
、
親
も
本
人
の
考
え

に
任
せ
る
と
い
う
国
が
ら
で
す
し
ね
。

鶴
仁

露；

ショッピングも一猪に南さんピングも一緒に南

ン
で
、
外
国
へ
行
き
た
か
っ
た
。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
働
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
一

周
。
そ
し
て
ま
た
帰
り
の
旅
費
を
、
と

思
い
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
一
年
間
働
い

て
い
た
時
に
、
ス
サ
ー
ン
と
知
り
合
っ

た
、
と
い
う
。

回
日
本
に
来
て
ま
だ
半
年
（
三
回
く

ら
い
行
っ
た
り
来
た
り
は
し
た
け
ど
）

な
の
で
日
常
会
話
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

で
。
シ
シ
リ
ァ
は
日
本
の
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
け
ど
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
も
マ

ス
タ
ー
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

回
不
便
と
か
そ
ん
な
こ
と
は
何
も
な

い
け
ど
、
例
え
ば
こ
の
前
も
淡
路
へ
泳

ぎ
に
行
っ
た
時
の
こ
と
、
向
こ
う
は
日

が
少
な
い
か
ら
同
じ
つ
も
り
で
日
光
浴

5８

サムライに扮したダゴペルトさん( 左）・満子
さん（中）下段右側の二人が清君と泰秀君。

「
国
が
違
っ
て
も

夫
婦
は
同
じ
こ
と
、
考
え
る
」

ダ
ゴ
ベ
ル
ト
・
メ
リ
リ
ャ
ン
・
ハ
ラ
さ
ん

八
グ
ラ
ン
ミ
カ
エ
ラ
イ
ダ
ゴ
Ｖ

ミ
カ
エ
ラ
・
満
子
さ
ん

ミ
カ
ェ
ラ
と
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
の
店
と
い
う
名
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
持
つ
、
陽
気
で
歌
の
好
き
な
目
．

ダ
ゴ
ベ
ル
ト
は
南
米
チ
リ
の
人
。
「
二
人
の
誕
生

日
は
８
月
型
日
で
ピ
ッ
タ
リ
同
じ
、
不
思
議
不
」

と
温
か
い
笑
み
を
満
子
さ
ん
に
送
る
。
結
婚
は
、

年
４
月
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ピ
セ
ン
テ
・
泰
秀

（
４
）
、
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
・
清
・
ア
ン
ト
ー
ー
オ
（
１
）

の
二
人
の
男
の
子
の
パ
パ
と
マ
マ
で
す
。

ロ
チ
リ
の
海
軍
に
妃
年
い
た
ダ
ゴ
ベ

ル
ト
さ
ん
が
、
帆
船
ヨ
ス
メ
ラ
ル
ダ
」

で
神
戸
へ
寄
港
。
そ
れ
が
運
命
の
出
会

い
を
呼
ん
だ
。
彼
は
海
軍
を
辞
め
て
デ

ン
マ
ー
ク
船
に
乗
り
、
休
暇
を
日
本
で

過
ご
す
…
…
。

回
ス
ペ
イ
ン
に
留
学
し
て
い
た
満
子

さ
ん
は
ス
ペ
イ
ン
語
が
堪
能
。
日
常
会

話
は
ス
ペ
イ
ン
語
だ
け
ど
、
子
供
は
日

本
の
教
育
を
、
と
考
え
て
い
る
。
「
オ
ギ

ャ
ー
と
生
ま
れ
て
き
た
時
か
ら
水
も
、

空
気
も
違
う
と
こ
で
育
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
国
ぶ
り
の
違
い
は
根
本
的
な
も

の
。
二
人
の
努
力
が
不
便
も
便
利
も
左
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イ
で
は
生
活
環
境
が
全
然
違
う
か
ら
シ
ン
ド

．
「
こ
の
ご
ろ
日
本
語
が
よ
く
解
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
、
都
合
の
悪
い
時
は

日
本
語
で
：
．
と
は
い
き
ま
せ
ん
よ
。
」

デ
イ
ビ
ッ
ッ
・
ス
ミ
ス
さ
ん

八
マ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
Ｖ

塞
忠
子
さ
ん

目
．
ス
ミ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

出
身
。
結
婚
は
８
年
前
、
神
戸
で
。
以
来
３
年
間

は
イ
ギ
リ
ス
生
活
を
し
て
、
そ
し
て
今
は
神
戸
で

す
。
ド
ナ
（
５
）
ミ
ッ
シ
ュ
ル
（
３
）
ダ
イ
ア
ナ

（
０
）
の
女
の
子
三
人
の
五
人
家
族
、
潮
風
の
渡

っ
て
く
る
家
で
は
お
茶
目
で
は
元
気
な
女
の
子
の

声
が
今
日
も
聞
こ
え
て
ま
す
。

国
シ
ー
メ
ン
ズ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
パ

右
す
る
わ
よ
」
と
、
満
子
さ
ん
の
説
得

力
あ
る
言
葉
で
す
。

囚
『
恋
に
国
境
は
な
い
、
愛
が
あ
っ

た
ら
み
ん
な
同
じ
」
さ
す
が
情
熱
的
な

チ
リ
の
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
さ
ん
。
「
努
力
ひ

と
つ
に
す
ぎ
な
い
け
ど
、
結
婚
と
い
う

も
の
は
皆
同
じ
と
思
う
」
満
子
さ
ん
。

サ
ム
ラ
イ
が
好
き
で
日
本
の
生
活
が
好

き
と
い
う
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
さ
ん
「
ク
ニ
ガ

チ
ガ
ッ
テ
モ
、
フ
ウ
フ
、
オ
ン
ナ
ジ
コ

ト
、
カ
ン
ガ
エ
ル
」

な
い
で
す
ね
。

唖

「マミィ」「ダディ」と
三人のお嬢ちゃんがかわいいスミス家

「
そ
の
人
の
自
由
で
す
ね
、
偶
然
の
も

ん
や
し
・
・
・
…
。
」

新
井
和
広
さ
ん

ハ
ト
ッ
プ
ナ
ッ
チ
取
締
役
神
戸
支
店
長
Ｖ

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
さ
ん

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
さ
ん
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ポ
ン

ネ
ス
出
身
。
お
二
人
は
一
九
七
三
年
四
月
に
結

婚
。
只
今
の
家
族
構
成
は
、
一
才
に
な
る
和
幸

（
マ
グ
ネ
ス
）
君
を
囲
ん
で
の
親
子
三
人
暮
ら
し

で
す
。

回
新
井
さ
ん
が
学
校
を
中
退
し
て

（
立
命
館
の
生
ん
だ
Ｍ
２
の
秀
才
だ
っ

た
そ
う
だ
）
渡
欧
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

働
い
て
い
た
時
（
一
九
七
一
年
六
月
く

１
テ
ィ
で
知
り
合
い
三
カ
月
に
一
回
く

ら
い
日
本
に
来
た
時
に
デ
ー
ト
。
言
肖
．

ス
ミ
ス
は
船
に
乗
っ
て
い
た
た
め
。
そ

の
後
日
本
に
立
ち
寄
る
船
に
故
意
に
希

望
し
た
と
か
）

回
日
常
会
話
は
英
語
で
、
日
本
語
は

ポ
チ
ポ
チ
。
ド
ナ
は
い
ま
、
幼
稚
園
と

日
本
語
が
気
に
い
っ
て
い
る
。

回
「
彼
の
家
族
と
離
れ
て
い
て
、
子

供
が
な
じ
ま
な
い
と
い
う
不
便
な
点
が

あ
る
け
ど
、
あ
と
は
別
に
。
」
「
日
本
の

女
の
人
は
、
あ
ん
ま
り
感
情
を
表
わ
さ

な
い
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
男
の
人
を
立

て
る
と
い
う
点
は
素
晴
し
い
」

囚
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
責
任
を

も
ち
な
さ
い
」
（
こ
れ
は
ス
ミ
ス
さ
ん

が
結
婚
す
る
時
の
ご
両
親
の
言
葉
。
）
結

婚
と
は
（
国
際
結
婚
で
な
く
ど
ん
な
結

婚
で
も
）
そ
れ
が
大
切
。

ス回
語 ル

ー
ト
出
身
。
結
婚
は
三
年
前
の
８
月
弱
日
。

回
そ
も
な
れ
そ
め
は
、
石
黒
さ
ん
が

宙
黄
銀
行
ベ
イ
ル
ー
ト
支
店
に
勤
務
し

さ
ん
は
語
学
の
先
生
だ
っ
た
。

石
黒
道
兼
さ
ん
Ａ
１

囚
結
婚
し
た
人
が
、
た
ま
た
ま
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
だ
っ
た
。
と
い
う
だ
け

変
わ
り
は
な
い
け
ど
、

|圏’し
､

卜
に
似
て
る
か
ら
、
気
に
い
っ
て
る
よ
」

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

で
宗
教
の
こ
と
も
別
に
違
い
が
な
い

石
黒
さ
ん
が
ベ
イ
ル
ー
ト
に
住
ん

別
に
か
わ
り
は
な
い
と
思
う
。

マ
リ
ー
ロ
ー
ズ

ら
い
か
な
）
知
り
合
っ
た
。
婚
約
は
Ⅷ

年
哩
月
。
氾
年
の
４
月
に
一
緒
に
帰

国
。回

日
常
会
話
は
日
本
語
で
。
ケ
ン
カ

は
英
語
で
。
和
幸
君
に
は
、
も
ち
ろ
ん

日
本
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
。
お
国
ぶ

り
の
差
な
ん
て
、
日
本
国
内
で
も
い
え

る
こ
と
で
、
そ
ん
な
も
ん
は
、
あ
る
の

あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
、
今
は
全
然
感
じ

て
い
た
時
に
始
ま
る
。

マ
リ
ー
ロ
ー
ズ
さ
ん

で
、「

神
戸
は
小
さ
い
街
だ
し
、

石
黒
マ
リ
ー
ロ

ベ
イ
ル
ー

イ
ン
が
〆
リ
ツ
娠
卜

二
人
の
会
話
は
、
英
語
と
フ
ラ
ン

で
。
二
人
と
も
カ
ソ
リ
ッ
ク
な
の

し
よ
う
ね
」
と
、
や
さ
し
い
言
葉

「
僕
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
か
ら

－
ズ
さ
ん
は
レ
バ
ノ
ン
・
ペ
イ

一
宇
オ
ン
Ｖ

5９
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け
で
相
手
が
男
か
女
か
が
解
る
く
ら
い

切
り
換
え
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
育

っ
て
い
る
の
で
チ
ャ
ン
ポ
ン
か
な
。
電

話
で
僕
が
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
だ

け
で
相
手
が
男
か
女
か
が
解
る
く
ら
い

勘
が
抜
群
で
、
彼
女
は
観
察
力
も
す
る

ど
い
で
す
よ
。

回
全
然
感
じ
な
い
。
し
い
て
言
え
ば

も
し
、
今
、
僕
が
事
故
し
て
死
ん
だ
時

即
座
に
彼
女
が
何
を
す
べ
き
か
？
と
考

え
る
と
そ
れ
だ
け
が
気
に
か
か
る
。
日

本
に
い
る
限
り
頼
れ
る
の
は
僕
だ
け
だ

か
ら
。
デ
パ
ー
ト
や
ダ
イ
エ
ー
な
ど
へ

も
一
人
で
買
物
に
出
か
け
る
パ
ト
リ
ッ

ィ
ア
さ
ん
、
時
々
「
変
な
外
人
」
と
言

わ
れ
る
そ
う
だ
。

囚
あ
く
ま
で
も
男
と
女
が
一
緒
に
な

る
と
い
う
こ
と
。
た
だ
国
と
国
が
違
う

と
い
う
こ
と
で
例
え
ば
九
州
と
北
海
道

の
人
が
結
婚
す
る
と
い
う
ス
ケ
ｉ
ル
が

ち
ょ
っ
と
大
き
く
な
っ
た
程
度
の
も
の

だ
か
ら
。

「
国
際
結
婚
？
や
は
り
ム
ッ
カ
シ
イ
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
」

Ｓ
・
Ｉ
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん

八
会
社
役
員
Ｖ

ヒ
ロ
コ
さ
ん

目
．
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
。
結

蛎
は
皿
年
前
に
、
東
京
で
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
経

て
巧
年
前
か
ら
神
戸
に
お
住
ま
い
。
ト
ム
（
四
）
、

デ
ィ
ー
ン
忠
）
の
二
人
の
男
の
お
子
さ
ん
が
い

る
。

回
国
連
代
表
（
シ
ベ
リ
ア
軍
属
）
の

中
尉
と
し
て
調
度
線
に
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
さ

ん
が
勤
務
し
て
お
り
、
日
本
に
休
暇
で

度
々
来
て
い
た
。
ヒ
ロ
コ
さ
ん
は
、
フ

ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
（
当
時
は

第
一
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
）
に
勤
務
し
て

い
て
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
。
月
に
一

回
か
二
回
、
休
暇
で
日
本
へ
来
て
デ
ー

ト
を
。

回
英
語
で
。
戦
前
の
教
育
を
受
け
て

い
る
し
、
母
が
教
師
を
し
て
い
た
の
で

堅
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
で
あ
る
主
人
も
生
活
が
凡
帳

面
。
感
情
や
言
葉
の
い
き
違
い
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
し
、
完
全
な
こ
と
は
望

＆

め
な
い
と
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
働
き
も

の
で
な
い
と
で
き
な
い
で
し
ょ
ね
う
。

回
子
供
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
も
大

変
で
す
。
環
境
が
派
手
に
な
り
や
す
い

し
、
成
熟
も
早
い
か
ら
。
日
本
式
と
外

国
式
の
平
均
と
い
う
の
は
ム
ッ
カ
シ
イ

こ
と
で
す
。

囚
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
た
と

え
ば
主
婦
業
に
し
て
も
一
生
懸
命
に
働

か
な
く
て
は
ダ
メ
で
す
。
何
ご
と
に
お

い
て
も
そ
う
で
す
が
、
家
庭
と
い
う
の

は
心
が
豊
か
に
な
る
場
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
伽
き
も
の
で

な
く
て
は
、
奥
さ
ん
は
。

「
コ
コ
ロ
の
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
デ
ッ

サ
ン
と
同
じ
で
す
べ
て
の
土
台
で
す

よ
」

新
谷
誘
紀
さ
ん
八
彫
刻
家
Ｖ

パ
ト
リ
ッ
ィ
ア
さ
ん

最
後
に
登
場
願
う
の
は
、
神
戸
の
人
々
に
は
す

っ
か
り
お
な
じ
み
の
新
谷
誘
紀
ご
夫
妻
。
ご
結
雄

は
、
年
哩
月
麺
日
。
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ネ
ッ
ィ
ァ
出

身
の
奥
様
は
日
本
の
生
活
に
も
す
っ
か
り
馴
染
み

手
料
理
も
関
東
煮
な
ど
が
得
意
。
真
実
（
３
）
公

美
（
１
）
の
二
人
の
お
娘
ち
ゃ
ん
に
囲
ま
れ
た
あ

っ
た
か
’
い
家
庭
で
沈

回
色
々
と
説
は
あ
る
け
ど
、
本
当
の

と
こ
ろ
は
、
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
ー
先
生

の
紹
介
で
。
パ
ト
リ
ッ
ィ
ア
は
ポ
ロ
ー

ー
ー
ャ
美
術
学
校
で
絵
を
学
ん
で
い
た
。

回
二
人
の
会
話
は
イ
タ
リ
ア
語
で
。

で
も
日
本
語
が
よ
く
解
っ
て
き
た
し
、

子
供
た
ち
も
日
本
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の

話
で
僕
が
話
し
て
い
る
の
を
問
い
た
だ

で
た
の
で
、
生
活
習
慣
を
知
っ
て
い
る

か
ら
国
が
ら
の
違
い
な
ど
は
感
じ
な
か

っ
た
そ
う
だ
。
個
人
の
性
格
の
違
い
と

い
う
の
は
、
ど
ん
な
カ
ッ
プ
ル
に
だ
っ

て
あ
る
ん
だ
し
…
…
。

囚
僕
た
ち
の
場
合
は
、
人
格
を
認
め

て
も
ら
っ
て
、
反
対
よ
り
も
賛
成
さ
れ

た
か
な
。
国
際
結
婚
と
い
う
け
ど
、
別

に
同
じ
で
す
よ
。

あ
え
て
い
う
な
ら
国
際
結
婚
。
こ
う
い
う
表
現
し

か
い
ま
の
日
本
語
で
は
な
い
の
で
そ
う
言
っ
て
い

る
が
、
話
を
聞
い
て
い
て
結
蛎
、
人
間
ど
う
し
の

結
び
つ
き
ｅ
ｔ
ｃ
に
変
わ
り
の
な
い
と
い
う
こ
と

を
猟
感
し
ま
し
た
。
人
間
ら
し
く
、
そ
し
て
素
敵

な
人
生
を
歩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
に
幸
あ

れ
／

１
６０
１

マミちゃん、クミちゃん、
２人とも美人です
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, 裏．轄配窪

さわやかレディに捧げます. ／
< クリーニングの夏のメモ〉
☆夏物をクリーニングに出す場合の手入れ
①夏物は素材的に薄物が多いので、布地がい
たみ易いこと、色は白っぽいものが多いので、
汚れ易いことが特徴です。
②汗の汚れがつき易いので、早めに処理する
ことが大切です。

洋服にも和服と同じように細い神経を使っ
て下さい。シミや汚れは、家庭内で処理する
より早目にクリーニングに出して下さい。
☆クリーニングを出すときの注意

トラブルを少なくするために
①衣料品の材質や加工を説明する（品質表示
のラベルを大切に保管しておく）
②シミの有無を説明（シミがあれば、その内
容を説明すること）
③破れ、ほつれ、傷があれば、必ず言ってお
く（特にニット類は注意）
④飾りボタンや付属品（リボン等）はできれ
ぱ取っておく亡

⑤その服の持っているファッション性（ボイ
ン卜など）を説明しておく。

6１ ⑥出来上がりは、必ず点検すること｡
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